
アカマツとクロマツのスミワケに関する研究（3）

アカマツとクロマツの耐陰性について

　　　　　　　　　　　　※
沖　　村　　義　　人

　　　　　　　　　　Yosh1to　OKIMURA

Stud．1es　on　the　Hab1tat　Segregat1on　of　Pz伽∫ゐ舳！Zorα

　　　　　　　　and1㍉　7iん〃〃ろθrg一〃．　（3）

　　On　the　D1fferences1n　The1r　Shade　To1erance

　　　　　　　　緒　　　　　言

　アカマツとクロマツのスミワケの原因と考えられるも

のに，郷土・風・土壌・地形・耐乾性・他樹種との競争

力・病虫害に対する抵抗力等があり1），さきに耐乾性に

っいて報告したが2），他樹種との競争力も両樹種のスミ

ワケに大いに関係があると考えられる．他樹種との競争

力については種々の要因が考えられるが，今回は両樹種

の耐陰性の相違をみるため本実験に着手した．

　耐陰性の調査方法も色々あるが3），本実験では被陰の

強さと生長量との関係から，アカマツ・クロマツの相違

をみる方法をとった．

　　　　　　　　実　験　方　法

　耐陰性の調査には被陰格子法・日覆法・樹下植栽法・

混植法等があるが，本実験では白色サランネット被覆法

を採用した．

　実験は島根農科大学大角山苗畑（松江市乃木福富町）

で，1965～67年に行なった．
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　1　試料　1年生実生苗を1965年3月に1プロット当

り8本ずつ第1図のように檀付けた．植付け後はそのま

ま放置し，活着を確認してから5月上旬に日覆をした．

　2．被陰処理：100×60x120cm（長サ×巾×高サ）

の木枠を作り，高さ10cm以上の全面に白色サランネ

ットを張った．被陰によって枠内の環境因子が影響を

受けるので4）5），できるだけその影響を除くため，下部

10cmはサランネットを張らなかった．

　被覆するサランネットの枚数を変えることによって被

陰の度合を変え，その処理区は1枚区・2枚区・3枚区

・4枚区および対照区の5区とした．

　試験区の被陰の度合は，区内の相対照度であらわし

た．相対照度は対照区の照度を100として，同時に測定

した各区の照度を％で示した．

　3．繰返し：2回繰返しとした．従って樹種2，被陰

区5，繰返し2，プロット当り8本で，総調査本数は
160本である．

　　　　　　　実験結果および考察

　被陰試験においては被陰後の1生長期は被陰前の影饗

を多少とも受ける可能性があり，本実験では被陰開始が

5月上旬で既に芽は伸長しつ㌧あったので，その生長期

の終った1965年12月の苗高を初期苗高とし，その後1年

問の主軸の伸長量を1年次伸長量，2年目の伸長量を2

年次伸長量とした　1967年12月に掘取り測定した結果は

第1表の通りである．

1．枯損率
　被陰処理後2年半の間において，アカマツは相対照度

40％区で13％，30％区で38％，20％区で44％が枯損した

のに対し，クロマツは40％区まで枯損なく，30％区と20
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Table 1. Llght intensity, height, diameter, dry weight of the top and the leaves. 

Species 

Pinus 

densiflora 

Pinus 

Thunberg 
-ii 

Relatrve 
lrght 
mtensrty, 
sunllght 

= 100 

100 

60 

40 

30 

20 

100 

60 

40 

30 

20 

Number 
of 

planted 
seedlrngs 

16 

16 

16 

16 

16 

16 

16 

16 

16 

16 

Number 
of alived 
seedlmgs 

16 

16 

14 

10 

9
 

16 

16 

16 

12 

12 

Average 
length 
of stem 
extended 
in the 
first year 

(cm) 

24 . 3 

24.4 

29 . 2 

29 . 3 

23 . 7 

26 . 7 

23 . 8 

30 . O 

28 . 8 

27 . 5 

Average 
length 
of stem 
extended 
in the 
second 
year 

(cm) 

35 . 8 

32 . 1 

22 . 1 

21 . 4 

17 . 9 

38 . 3 

33 . 2 

26 . l 

23 . 6 

26 . 7 

Average 
height of 
alived 
seedlrngs 

(cm) 

83 . O 

78.9 

74.7 

74.7 

64 . 6 

91 . l 

82 . 9 

83 . 1 

78 . 7 

80 . O 

Average 
basal 
diameter 
of alived 
seedlings 

(cm) 

l . 05 

O . 83 

O . 71 

O . 67 

O . 52 

l . 06 

O . 80 

O . 73 

O . 68 

O . 62 

Average 
dry 
weight of 
the top 

per 
seedlmg 

(g) 

48 . 1 

29 . 8 

16 . 8 

16 . O 

7.6 

57 . 1 

35 . 9 

27 . 8 

19 . 7 

15 . 5 

Average 
dry 
weight of 
leaves 
per 
seedling 

(g) 

18 . 2 

11.2 

6.2 

5.5 

2.7 

23 . 5 

16 . 3 

13 . 2 

8.7 

6.6 
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Fig. 2. Effect of shading on the relative 

growth rate of diameter 
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Fig. 3. Effect of shading on the relatrve 
growth rate of herght 
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　樹高生長についてみ一るど，1第3図に示し花ように，全∵工

骨≒しては甲度㍗減少にっれて樹高1ま低1｛なり・．アヵア＝1’

ツの方が低下平舛払戸い・llしか咋れを第・午グ第

2年榊こ分怯て争るξ火第4図のように第1年次では椙・

・対照軍60％区！千拶区姓長量と同じか・またはや。㌧低、

．いが，40％以下では明らかに徒長現象がみられ，対照区

より伸長量苧大きくなマている・第2年次になる序・40

％以下では極端に伸長量は小さい．以上の傾尚はアカマ

ヅ・クロマツに共通に見られ，第3年次以降もこの実験

を続行しておれぱ早晩両種ともに40％以下では枯死した

であろうことが予想される，

　なおこの年代の苗木1辛正常の状態で戸ヰ，その年の伸長

量は前年の伸長量より大きいのが普通であって，両者の

比率が100以下となるのは枯損への第1段階と考えてよ

いだろう．アカマツでは40％区の76，30％区の73，20％

区の76，ク弓マツでは87，82，97でアカマツの方が生長

減退率もや㌧大きくなっている．

　なお形状革は第5図gξおり照度：め低下とともに増大
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するが，。このことは樹高生長よりも直径生長の低下が著

しいためで，被陰の影響が直径生長により強くあらわれ

一＝るζ1とを示している．

4．∵地上部重　　　　　｛

　坤6図に示すように，相対照度の低下とともにほぼ直

線的に地上部の重量は低下し，被陰の影響が最も強くあ

、石われ下いる．アカマツ・クロ．マツともに40％区で既に

対照区の重量の半分以下となっており，川那辺等3）の報

告と大体一致する．

　地上部重の減少経過は両樹種よく似ているが，両者間

に差があり，クロマッの方が地上部重は大きい．

5・葉，重
　樹木の生育・生長に必要な物質生産のにない手である

葉の重皇’も，地上部重と同じ上うに被陰の影響を強く受

け，第7図に示すように相対照度に比例して減少する．
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アカマツの減少率がクロマツより強く，両者の差は5％

水準で有局である

　葉重が地上部重に占める割合はアカマツ・クロマツと

もに，第8図た示したように40％程度で，被陰による変
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化はほとんどあらわれない．これは被陰によって葉量が

減少し，同化量も低下して，地上部がその低下した同化

量に見合うだけの増加しかしないためであると考えられ
る．

　なお1本1本の葉をみると，アカマツでは被陰の翌年

から柏対照度30％以下では細短となる．クロマツは細く

なるが長さはあまり変らない．掘取り時の葉長は第9図

の通りであって，その煩向は被陰の翌年とほとんど同じ

である．
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　以上より，アカマツはクロマツより耐陰性が強いとは

言いきれず，枯損率・樹高生長の低下率・葉量の減少率

はむしろアカマツのほうが高いのである．従って両者の

耐陰性には差がないとするのが妥当ではあるまいか．

　　　　　　　　摘　　　　　要

　アカマツとクロ又ツのスミワケに関する研究の一部と

して，両樹種の耐陰性の相違をみるため，この実験を行

なった．

　白色サランネットの枚数をかえることにより，相対照

度100％，60％，40％，30％，20％の5区を設け，各照

度のもとでのアカマツ・クロマツの生長量を測定した．

　おもな結果は次の通りである．

1）相対照度の低下とともに枯損数がふえ，アカマツが

　クロマツより枯損率は高い．

2）直径生長は相対照度の低下とともに減少し，両樹種

　問に差はない．

3）樹高生長も相対照度とともに低下し，特に第2年次

　において両樹種とも相対照度40％以下で伸長量は極端

　に低下する．

4）被陰の影響は地上部重に最も強くあらわれ，相対照

　度40％で対照区の半分以下となる．

5）葉重も被陰の影響を強くうけ，その低下率は高い

6）葉重：地上部重の比は被陰の影響をほとんど受けな

　い．

7）以上の結果からアカマツとクロマツの耐陰性には差

　がないようである．

　　　　　　　　参　考　文　献

1．沖村義人：島根大農研報　3：35－39．1969．

2　沖村義人　島根大農研報　5　56－60．1971

3　川那辺三郎・四手井綱英　京大演40，111－121．

　1968．

4．原田　泰：北海道林試報　1：1－354．1942．

5．石川静一：日林試　15：236－271．1933．

6．四手井綱英：アカマツ林の造成　1963地球出版，

　東京　p．104－106．

7．湯浅保雄・神尾和美：静岡大演　2：26．1973．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　Tlh1s　paper　treats　of　the　d1fferences1n　the　shade　to1erance　between　P　ゐη∫ゲ1oブαand．

P　T肋泌ぴg〃，and，1s　a　part　of　the　wr1ter’s　research　on　the1r　hab1tat　segregat1on

　It　was　mad．e　during　the　period．1965and－1967．

　One－year　seedlmgs　were　p1anted．m　each　p1ot　at　the　end－of　March，1965，and　each
p1ot　was　shad．ed．w1th　wh1te　saran　screens　at　the　beg1mmg　of　May

　The　quant1ty　of　sun11ght1n　each　p1ot　was▽ar1ed　w1th　the　number　of　saran　screens

and　the　re1at1ve11ght1ntens1ty　was　shown1n　Tab1e1
　The　resu1ts　obtained－are　as　fo11ows：

1）The　nu血ber　of　d－ead．seed．11ngs1ncreases　as　the11ght1ntens1ty　d．ecreases　In　the

　　caseofPゐ郷ゲZorα1t1s1argerthan1nthecaseofPTんz刎gθrg〃
2）The　d1ameter　and　the　he1ght　decreases　as　the11ght　mtens1ty　does（F1g．2and．F1g　3）

　　In　p1ot　be1ow40％sun11ght，the1ength　of　stem　wh1ch　extend．s　m　the　second．year
　　d．ecreases　excess1ye1y　（F1g　4）

3）Shad．mg　strong1y1nf1uences　the　d．ry　we1ght　of　the　top　Tlhe　we1ght1n　a　p1ot　of

　40％sun11ght1s1ower　than　ha1f　of　that　m　the　norma1sun11ght（Flg．6）
4）Shad．mg　a1s0　1nf1uences　the　d．ry　we1ght　of　the1eayes，wh1ch　d．ecreases　remarkab1y

　as　the11ght　mtens1ty　d．oes　（F1g　7）

　In　the　aboye（2），（3）and。（4），there1s11tt1e　d．efference　between　both　spec1es

　From　these　resu1ts，it　may　be　said－that　P．ゐ郷乏∫Zorαis　about　the　same　as　R　T肋〃＿

ろ6rg〃1n　regards　the1r　shade　to1erance


